
配
偶
者
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
の
見
直
し

　

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

の
改
正
は
、
次
の
３
点
に
集
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
、
従
来
、
所
得
控
除
38

万
円
の
満
額
控
除
の
対
象
と
な
る
配

偶
者
の
給
与
収
入
は
１
０
３
万
円

（
合
計
所
得
金
額
38
万
円
）
以
下
で

あ
っ
た
（
こ
れ
を
「
１
０
３
万
円
の

壁
」
と
呼
ぶ
）。
こ
れ
が
今
回
の
改

正
で
、
給
与
収
入
１
５
０
万
円
（
合

計
所
得
金
額
85
万
円
）
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
１
０
３
万
円
を
超
え
る

と
、
配
偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
代
わ
り
に
、
配
偶
者
特

別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
。
配
偶
者

特
別
控
除
は
、
配
偶
者
の
年
収
が
上

が
る
ご
と
に
段
階
的
に
減
少
す
る
が
、

１
５
０
万
円
（
合
計
所
得
金
額
85
万

円
）
ま
で
は
、
所
得
控
除
38
万
円
の

満
額
控
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
。

１
５
０
万
円
と
い
う
数
値
は
、
安
倍

内
閣
が
目
指
す
最
低
賃
金
の
全
国
加

重
平
均
額
で
あ
る
１
０
０
０
円
の
時

給
で
１
日
６
時
間
、
週
５
日
勤
務
し

た
場
合
の
年
収
（
１
４
４
万
円
）
を

個
人
所
得
課
税
で
は
、
配
偶
者
の
給
与
収
入
の
「
１
０
３
万
円
の
壁
」
を
な
く
す
べ
く
、
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者

特
別
控
除
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
₃₈
万
円
の
満
額
控
除
の
対
象
が
給
与
収
入
の
１
５
０
万
円
に
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
住
宅
関
連
で
は
、
所
得
税
の
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
増
改
築
等
の
工
事
に
耐
久
性
改
修
工
事
が
追
加
さ

れ
た
ほ
か
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
の
対
象
と
な
る
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
要
件
が
追
加
・
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
、
医

療
費
控
除
に
お
け
る
確
定
申
告
時
の
領
収
書
が
不
要
と
な
り
、
明
細
書
の
添
付
で
足
り
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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事
業
切
売
り
の
悪
循
環

「
１
年
遅
か
っ
た
」。
あ
る
大
手
銀
行
関
係
者
は
、

虎
の
子
の
事
業
を
次
々
に
切
り
売
り
す
る
東
芝
の

現
状
を
苦
々
し
く
語
る
。
不
正
会
計
問
題
後
に
大

規
模
リ
ス
ト
ラ
に
踏
み
き
っ
た
東
芝
は
、
医
療
機

器
子
会
社
の
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
を
キ

ヤ
ノ
ン
に
６
６
５
５
億
円
で
売
却
し
た
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
断
層
撮
影
（
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
の
シ
ェ
ア
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
半
導
体
に
次
ぐ
成
長
事
業
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
医
療
機
器
事
業
が
残
っ
て

い
れ
ば
、「
い
く
ら
で
も
支
援
の
選
択
肢
は
あ
っ

た
」
と
打
ち
明
け
る
。

　

東
芝
が
ふ
た
た
び
経
営
危
機
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
っ
た
発
端
は
、
米
原
発
建
設
に
絡
む
減
損
処

理
だ
。
東
芝
は
２
０
０
６
年
に
米
原
子
力
大
手
ウ

エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
Ｗ
Ｈ
）
を
買
収
し
て
子
会

社
化
し
た
。
Ｗ
Ｈ
は
ア
メ
リ
カ
で
４
基
の
原
発
を

建
設
中
だ
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、

米
当
局
は
安
全
規
制
を
強
化
。
規
制
に
対
応
す
る

た
め
に
工
期
が
大
幅
に
遅
れ
、
コ
ス
ト
が
当
初
予

想
を
大
き
く
上
回
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

東
芝
は
２
月
14
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
16
年
４

〜
12
月
期
決
算
発
表
で
減
損
の
額
を
公
表
す
る
が
、

２
月
上
旬
の
段
階
で
は
「
最
大
７
０
０
０
億
円
程

度
に
の
ぼ
る
」（
関
係
者
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
11
月
に
発
表
し
た
17
年
３
月
期
純
利
益
見
通

し
（
１
４
５
０
億
円
）
と
期
末
の
株
主
資
本
見
通

し
（
３
２
０
０
億
円
）
を
合
わ
せ
て
も
賄
え
な
い

額
だ
。

　

債
務
超
過
を
避
け
る
切
り
札
が
、
半
導
体
事
業

の
分
社
化
。「
会
社
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
う

気
が
し
て
踏
み
き
れ
な
か
っ
た
」（
同
社
幹
部
）

禁
断
の
果
実
に
つ
い
に
手
を
付
け
た
。

　

東
芝
は
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
で
、

韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
の
半
導

体
メ
ー
カ
ー
だ
。
15
年
度
の
半
導
体
事
業
の
売
上

高
は
８
４
５
６
億
円
、
営
業
利
益
は
１
１
０
０
億

円
。
16
年
度
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
な
ど
が
絶

好
調
で
、
東
芝
の
Ｖ
字
回
復
を
牽
引
し
て
き
た
。

　

東
芝
は
１
月
27
日
、
こ
の
半
導
体
事
業
の
分
社

化
方
針
を
発
表
し
、
２
月
３
日
に
は
出
資
を
募
る

入
札
手
続
に
入
っ
た
。
東
芝
の
提
携
先
で
あ
る
米

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
ウ
エ
ス
タ
ン
デ
ジ
タ
ル
（
Ｗ

Ｄ
）
や
海
外
の
フ
ァ
ン
ド
勢
な
ど
が
応
札
し
た
と

み
ら
れ
て
い
る
。

入
札
不
調
に
備
え「
プ
ラ
ン
Ｂ
」も

　

た
だ
し
、
１
カ
月
程
度
は
か
か
る
と
み
ら
れ
る

入
札
が
不
調
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

東
芝
が
売
り
出
す
半
導
体
新
会
社
の
株
式
は
最

大
19
・
９
％
。
新
会
社
の
主
導
権
を
東
芝
が
握
っ

た
ま
ま
と
な
れ
ば
、
外
部
資
本
に
と
っ
て
は
魅
力

に
欠
け
る
。
さ
ら
に
、
提
携
先
と
は
い
え
ラ
イ
バ

ル
で
も
あ
る
Ｗ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
技
術
流
出
な
ど

を
警
戒
す
る
東
芝
が
難
色
を
示
し
て
い
る
と
も
い

わ
れ
る
。
有
力
視
さ
れ
た
キ
ヤ
ノ
ン
や
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
も
株
式
取
得
に
は
慎
重
だ
。

　

入
札
が
不
調
に
終
わ
り
そ
う
な
ら
、
日
本
政
策

投
資
銀
行
や
同
行
が
メ
ガ
バ
ン
ク
と
協
同
で
設
立

し
た
フ
ァ
ン
ド
が
新
会
社
に
出
資
す
る
「
プ
ラ
ン

Ｂ
」
の
存
在
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。
政
府
系
フ

ァ
ン
ド
の
産
業
革
新
機
構
は
「
い
ま
の
と
こ
ろ
様

子
見
」（
関
係
者
）
と
い
う
。

　

東
芝
と
し
て
は
半
導
体
新
会
社
の
株
式
売
却
で

最
大
３
０
０
０
億
円
、
保
有
す
る
子
会
社
株
式
や

不
動
産
な
ど
の
資
産
売
却
で
最
大
３
０
０
０
億
円
、

不
正
会
計
問
題
に
揺
れ
た
東
芝
が
ふ
た
た
び
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
米
原
子
力
事
業
を
巡

っ
て
数
千
億
円
単
位
の
損
失
が
発
覚
、
３
月
末
の
債
務
超
過
回
避
が
喫
緊
の
課
題
だ
。
ド
ル
箱

の
半
導
体
事
業
を
分
社
化
し
、
そ
の
一
部
株
式
を
売
却
す
る
入
札
手
続
に
踏
み
き
る
な
ど
「
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
」（
綱
川
智
社
長
）
構
え
だ
が
、
先
行
き
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
ま
た
、

抜
本
的
な
経
営
再
建
の
カ
ギ
を
握
る
原
子
力
事
業
の
見
直
し
は
、
一
企
業
の
経
営
判
断
を
超
え

て
日
米
両
国
の
政
策
に
翻
弄
さ
れ
る
ほ
か
、
原
子
力
業
界
の
再
編
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

東
芝
経
営
危
機
、

日
本
の
原
子
力
業
界
の
再
編
に
発
展
も
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ト
ラ
ン
プ
相
場
は
当
面

足
ぶ
み
が
続
く

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領

は
１
月
20
日
の
就
任
以
降
、
さ
ま
ざ

ま
な
大
統
領
令
に
矢
継
ぎ
早
に
署
名

し
、
就
任
演
説
で
述
べ
た
「
無
駄
話

は
終
わ
り
、
行
動
の
時
が
き
た
」
と

の
言
葉
を
地
で
い
く
姿
勢
を
み
せ
て

い
る
。

金
融
市
場
は
当
初
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
行
動
力
を
素
直
に
評
価
し
、

Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
工
業
株
30
種
平
均
は
２
万

㌦
台
ま
で
一
気
に
上
昇
し
た
。
当
初

の
大
統
領
令
が
オ
バ
マ
ケ
ア
の
見
直

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
建
設
推
進
、
米
国
内
の
製

造
業
に
対
す
る
手
続
の
簡
素
化
な
ど
、

事
前
に
予
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
も
、
市
場
参
加
者
の
安
心
感
に

つ
な
が
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、

メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
「
壁
」
を
建

設
す
る
こ
と
を
含
む
最
近
の
大
統
領

令
は
も
と
も
と
評
価
が
分
か
れ
、
と

く
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
支
持
し
な
い

人
々
の
理
解
が
得
に
く
い
た
め
、
政

権
発
足
後
に
修
正
が
見
込
ま
れ
て
い

た
も
の
が
多
い
。
最
近
の
大
統
領
令

は
市
場
参
加
者
の
安
心
感
を
「
予
定

ど
お
り
」
裏
切
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。ま

た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
１
月

27
日
に
署
名
し
た
国
境
管
理
と
移
民

に
関
す
る
大
統
領
令
に
つ
い
て
は
、

も
と
も
と
憲
法
違
反
と
な
る
可
能
性

や
支
持
者
以
外
の
強
い
反
発
が
予
想

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
司
法
省

の
判
断
を
仰
が
ず
、
現
場
に
周
知
さ

せ
る
た
め
の
十
分
な
時
間
を
確
保
し

な
か
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
が
混
乱
を
招
き
、
内
外
か
ら

の
批
判
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
空
港
な
ど

で
の
混
乱
に
つ
い
て
、
大
手
航
空
会

社
の
シ
ス
テ
ム
問
題
や
、
飛
行
場
周

辺
な
ど
で
の
抗
議
行
動
が
原
因
と
し
、

政
権
に
責
任
は
な
い
と
の
立
場
を
示

し
て
い
る
が
、
政
治
経
験
の
な
い
新

国
境
管
理
と
移
民
に
関
す
る
大
統
領
令
を
き
っ
か
け
に
政
権
運
営
が
混
乱
し
、
ト
ラ
ン
プ
相
場
は
調
整
局

面
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
掲
げ
る
保
護
主
義
的
な
経
済
政
策
は
本
質
的
に
ド
ル

高
・
米
金
利
上
昇
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。
レ
ー
ガ
ン
、
ク
リ
ン
ト
ン
両
政
権
時
の
ド
ル
安
は
日
米
の
金
融

・
財
政
政
策
の
違
い
で
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
掲
げ
る
自
国
で
の
財
政
出
動
は
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
の
金
融
引
締
め
と
と
も
に
ド
ル
を
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
高
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
よ
る
下
振
れ
リ

ス
ク
に
注
意
が
必
要
だ
が
、
予
算
案
が
具
体
化
す
る
春
先
に
は
ト
ラ
ン
プ
相
場
が
復
活
す
る
と
み
る
。
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